
新
た
な
航
空
国
際
化
時
代
へ
の
幕
開
け

2
0
1
0
年
は
空
港
分
野
に
お
い
て
大
き

な
転
換
点
と
な
っ
た

1
年
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
日
月
に
は
東
京
国
際
空
港
（
羽
田
空

港
）
新
国
際
線
旅
客
タ
！
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、

D
滑

走
路
が
供
用
さ
れ
た
。
発
着
回
数
が
増
え
、

深
夜
や
早
朝
に
国
際
線
の
定
期
便
が
就
航

可
能
と
な
り
、
ロ
年
ぶ
り
に
国
際
定
期
便
の

運
行
が
再
開
さ
れ
た
。
世
界
日
の
国
・
地
域

計
口
都
市
に
向
け
週
約
3
7
0
便
ま
で
の
拡

充
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
空
の
国
際

競
争
力
を
高
め
、
政
府
が
推
進
す
る
観
光
立

国
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

同
時
期
に
日
米
の
航
空
自
由
化
（
オ
ー
プ
ン

ス
カ
イ
）
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
日
米
聞
は
参

入
企
業
数
の
制
限

が
な
く
な
り
、
航

空
会
社
が
路
線
や

便
数
な
ど
を
自
由

に
設
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
6
月

に
閣
議
決
定
さ
れ

た
新
成
長
戦
略
で

は
、
前
述
の
ア
ジ
ア

経
済
戦
略
と
し
て

L
C
C
（
格
安
航

空
会
社
）
参
入
環

境
の
整
備
な
ど
が

羽田空港国際線ターミナル

茨城空港

盛
り
込
ま
れ
た
。

ま
た
、
羽
田
空
港
と
成
田
空
港
、
関
西
3
空

港
問
の
役
割
分
担
に
関
す
る
議
論
も
活
発
化

し
て
き
で
い
る
。

一
方
、
地
方
空
港
に
は
厳
し
い

1
年
で
あ
っ

た
。
1
月
に
日
本
航
空
が
経
営
破
綻
、
ま
た
、
世

界
的
な
景
気
後
退
の
影
響
も
あ
り
、
多
く
の
地

方
路
線
が
廃
止
、
削
減
さ
れ
、
広
島
西
飛
行
場

な
ど
、
定
期
便
が
ゼ
ロ
に
な
る
空
港
も
生
じ
た
。

空
港
経
営
の
抜
本
的
効
率
化
や
航
空
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
維
持
方
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
大
き
な

課
題
を
残
し
た
。

地
方
空
港
で
は
、
首
都
圏
で
は

3
番
目
と
な

る
茨
城
空
港
が

1
月
に
供
用
開
始
さ
れ
、
徳

島
空
港
の
滑
走
路
拡
張
が
完
了
し
、

4
月
に
供

用
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
徳
島
空
港
、
米
子
空

港
、
出
雲
空
港
な
ど
で
は
、
地
域
を
象
徴
す
る

愛
称
、
が
制
定
さ
れ
た
。

し
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